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2020 年 2 月 26 日 

株式会社電通国際情報サービス 

 

ISID、東証の「適時開示お知らせ bot」公開実験に開発協力 

～TDnet 情報を Symphony 上でプッシュ通知、新たな情報提供を支援～ 

 

株式会社電通国際情報サービス(本社：東京都港区、代表取締役社長：名和 亮一、以下 ISID)は、株式会社東京証券

取引所(本社：東京都中央区日本橋、代表取締役社長：宮原 幸一郎、以下東証)が実施する「適時開示お知らせ bot」の

公開実験に協力し、金融機関向けコラボレーションプラットフォーム「Symphony」上で上場会社の適時開示情報伝達シス

テム「TDnet（ティーディーネット）」の開示情報を通知するチャットボット(以下お知らせ bot)の開発を行ったことをお知らせ

します。 

Symphony は、2014 年に世界の大手金融機関 15 社の共同出資により設立された Symphony 社が開発・提供するコラ

ボレーションプラットフォームで、高水準なセキュリティを特徴としています。欧米の金融業界ではすでにコラボレーション

のデファクトスタンダードになりつつあり、日本国内での利用も広がっています。 

今回の公開実験は東証が「証券データの利活用に向けた実証実験プログラム」※の一環として実施するもので、2020

年 3 月から約 3 カ月の間、実証実験参加者に対してお知らせ bot が提供されます。お知らせ bot が、投資家の新たな投

資機会の創出や業務の効率化等に寄与するか、参加者からのフィードバックの下、検証を進めます。 

 

ISIDが開発したお知らせ bot は、Symphonyユーザーが予め銘柄や開示の項目を指定しておくことにより、関心のある

情報が開示された際、プッシュ形式で通知を行います。これにより、ユーザーが TDnet や情報端末等を用いて都度確認

をする負荷や開示情報の見逃しリスクを下げます。さらに、お知らせ botとユーザー企業のシステムを連携させることで、

プッシュ通知をトリガーに Symphony 内で様々な業務を実施できるようになり、業務負担の軽減が期待されます。 

 

ISID は 2019 年 11 月に Symphony 社と戦略的パートナー契約を締結し、Symphony の導入支援サービスに加え、

Symphony と RPA（Robotic Process Automation）との連携による金融機関の業務革新を実現するコミュニケーション基

盤の構築支援サービスを提供しています。国内で Symphony を活用したチャットボットサービス事例が少ない中、

Symphonyに関する知見を生かし、東証の求める機能とSymphonyの特性を生かした柔軟かつ、スピーディなサービス提

供を実現しました。 

 

今後は東証が有する付加価値の高い情報提供サービスを、IT の側面から支援するとともに、Symphony の提供を通じ

て、金融機関のコミュニケーション革新を支援し、デジタルトランスフォーメーションの加速に貢献してまいります。 

 

 サービス詳細については東証による以下の報道発表資料を参照ください。 

・Symphony を活用した適時開示お知らせ bot に関する実証実験の開始について（2020 年 2 月 26 日発表） 

https://www.jpx.co.jp/corporate/news/news-releases/0060/20200226-01.html 

 
 

※ 東京証券取引所 「証券データの利活用に向けた実証実験プログラムの開始について」（2019 年 4 月 23 日）：

https://www.jpx.co.jp/corporate/news/news-releases/0060/20190423-01.html 
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■お知らせ bot のイメージ 

予め銘柄や開示の項目を指定しておくことにより、自分の関心のある適時開示が出た際、プッシュ形式で通知します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Symphony について 

Symphony は、統合型メッセージング、ファイル共有機能、オーディオ・ビデオ会議、画面共有およびワークフローを自動化するアプリ・ボット

機能等を備えた金融機関向けクラウド型コミュニケーション・プラットフォームです。金融機関が必要とする高水準のセキュリティをはじめ、高

生産性を実現するコラボレーション機能やイノベーティブな UX が高く評価され、世界の大手金融機関をはじめ 400 社以上の企業が採用、ユ

ーザーライセンス数は 470,000 人を超えています。Symphony 上でやりとりされたチャットデータは暗号化された状態でクラウド環境に、鍵は

オンプレミス環境に保持できる仕組みを有しており、万が一データが流出しても情報を読み取ることができないため、情報漏えいリスクを最

小化できます。またチャットや添付ファイルの送信履歴は全てオンプレミス環境に保管され、監査対応に活用することが可能です。社内だけ

ではなく社外、特に顧客との秘匿性の高い情報共有において、電話・メール等の手段に代わるコミュニケーションとして活用が見込まれてい

ます。 
 

■関連プレスリリース 

・ ISID、みずほ証券の顧客コミュニケーション革新に向け「Symphony」本格導入を支援～暗号鍵管理をオンプレミスで実装、セキュアなチー

ムコラボレーション環境を構築～ （2020 年 1 月 29 日）https://www.isid.co.jp/news/release/2020/0129.html 

・ ISID と Symphony、金融機関向けコラボレーションプラットフォーム「Symphony」で戦略的提携～RPA との連携による業務革新を支援、DX

加速に貢献～ （2019 年 11 月 28 日）https://www.isid.co.jp/news/release/2019/1128.html 
 

■電通国際情報サービス（ISID）について 

ISID は、「HUMANOLOGY for the future～人とテクノロジーで、その先をつくる。～」をビジョンに、社会や企業のデジタルトランスフォーメーシ

ョンを、確かな技術力と創造力で支援しています。金融、製造、ビジネスソリューション、コミュニケーション IT の 4 領域で培ったソリューション

の提供に加え、テクノロジーや業界、企業、地域の枠を超えた「X Innovation（クロスイノベーション）」を推進し、顧客、生活者、社会の進化と

共存に寄与するソリューションを生み出し続けます。詳細は、公式 WEB サイトをご覧ください。 
 

■株式会社東京証券取引所について https://www.jpx.co.jp/ 

東証は、金融商品取引法に基づく金融商品取引所の免許を受け、金融商品市場を運営しています。東証に上場する企業の時価総額合計

は世界の取引所の中で第３位、アジアでは最大の市場であり、我が国証券市場におけるセントラル・マーケットとしての地位を確立していま

す。東証は、株式会社日本取引所グループ（コード：8697）の 100％子会社です。 
 

＊ 本リリースに記載された会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

 

【製品・サービスに関するお問い合わせ先】 

㈱電通国際情報サービス 金融ソリューション事業部営業ユニット営業 1部 清水 E-Mail：g-DXmarketing@group.isid.co.jp 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

㈱電通国際情報サービス コーポレートコミュニケーション部 赤瀬、李 TEL:03-6713-6100 E-Mail:g-pr@isid.co.jp 
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